
実施体制
（下線：代表機関）

（株）NTT DXパートナー、東日本電信電話（株）、
みらいワークス（株）

支援地域
長野県
飯田市・木曽地域（上松町、南木曽町、木祖村、王滝
村、大桑村、木曽町、木曽広域連合）

伴走事業の
概要

長野県には77の市町村が存在し小規模自治体も多く含まれるが、独自・個別のDX推進が難しく、県と市町村間の連携が、市
町村数の多さもあり十分に実施できていないことが課題である。
伴走支援を通じてDX推進に関するノウハウを伝授し、リーダーとして地域社会のDX推進を牽引できる人材の育成を行うとと
もに、長野県先端技術活用推進協議会等を活用し、地域DX推進体制を拡充しつつ、振興局単位でも連携を行い、長野県内の
全市町村を対象としたDXセミナーを実施し、各市町村の当事者意識の向上を図る。さらに、伴走支援後は、各支援地域での
取組を県内市町村へ横展開することで、長野県全域でDXを推進する。

4 自治体数の多い県における地域DX推進体制の構築・拡充

現状・課題 対応 実現する社会像

• 広大な県土に77の市町村を抱え、小規模
自治体の慢性的な人材不足によりDX推
進が難しいことが課題。

• 全県におけるDX推進のために必要不可
欠な県と市町村間の連携不足が課題。

• 各支援地域において、DX推進リーダーを
1名以上選定。長野県においては各市町村
のDX計画の達成にむけた実行支援を、市
町村においてはDX計画の策定を行う。

• 各支援地域の計画策定、ソリューション
選定等の伴走支援を通じて、DX実装のノ
ウハウを伝授。加えて、支援内容をメ
ソッド化。

• 「自走化・展開」をキーワードに掲げ、
県内市町村がそれぞれ当事者意識を持ち、
地域DXを推進。（伴走支援事業を参照
しロードマップ策定やアクションプラン
策定を自走化）

• 長野県のDX推進リーダーが、77市町村
の課題を把握し、共通課題の解決にむけ
て牽引。振興局単位での連携を行いつつ、
長野県全体が一丸となって、地域社会の
DX推進していく。

【長野県】小規模町村を抱える都
道府県のパイロットモデル

【木曽地域】中山間地域における
町村連携モデル

【飯田市】市町村主導でのDX推進
ロードマップ策定モデル

[長野県]

77
市町村

県内市町村の課題を把握し、
県全体のDX推進を牽引

＜課題解決に向けたモデル構築と人材育成像＞

DX推進リーダー

DX推進リーダー

DX推進リーダー

広域でのDX実装にむけた
モデルを他広域に展開

ロードマップ策定モデルを
他市町村へ展開

飯田市・木曽地域

県内市町村

DX推進リーダーの確立
[各エリア1名以上]

[凡例]青：アクティビティ、赤：アウトプット[KGI]

伴走支援による
知見・ノウハウ伝授

DX推進リーダー

常駐支援者

常駐支援者

支援内容のメソッド化、
各地域の課題可視化
[モデル毎に1資料以上]

長野県DXマインド醸成セミナー

セミナー用資料

【長野県】
DX推進リーダー

長野県

DX推進リーダー

県内市町村

【飯田市・木曽地域】
DX推進リーダー

展開

ロードマップ策定、
アクションプラン策定ノウハウ

「長野県DX戦略2.0(仮称)」の策定、
重点施策展開

自走
DX推進にむけた計画策定や、
実装にむけた自走化
(DX推進の当事者意識)

自走

リーダーが中心となり、
策定した計画の実装へ

伴走事業での支援結果

およびプロセスの展開

知見・ノウハウの伝授

による自走化

～伴走支援の注力ポイント～
 リーダーとして地域DX推進を牽引する人材の育成

人材不足への対応

• 県のDX戦略の策定・公表および地域DX
推進を図る専門部署を県に設置し、県内の
自治体を巻き込んだ推進体制構築を支援。

県・市町村の連携不足への対応

推進体制構築支援


	推進体制構築　概要版
	スライド 4


